
「自立し、つながり、探究し、創造する力の育成（４年次）」を主題に、７月６日（金）、本年度

の研究発表大会を開催しました。

始めに、研究概要について中尾研究主任が説明しました。生徒が学習のねらいに向かって、「や

りくり」しながら課題を探究していくための授業設計のポイントや、授業での「やりくり」する

習慣が運動会の縦割り活動や生徒会役員選挙などに生かされている事を発表しました。

次に、警報により中止となった公開授業の代わりに、「授業者によるワークショップ」を実施

しました。授業者は、参加教員を生徒役にして模擬授業形式で活動を行いながら活動のねらいを

解説するなど、まさに「やりくり」しながらワークショップを運営しました。

午後からの講演会では、東京大学大学院の藤村宣之先生に、「子どもたちの『深い学び(deep
learning)』を導く授業の創造」と題してご講演していただきました。子供が学びを深めるために
は、「多様な思考が可能な問題」を提示することの有効性を強調されていました。ワークショッ

プにも参加して頂き、「生徒の立場になって授業を受けることにより、活動のねらいがよりよく

分かった」という感想を言っておられました。

参加していただいた参加者の方からのご意見や講師の先生からの助言を受け止めながら、今後

も研究を深めていきます。教育懇話会の皆様には、役員の方を中心に、受付や参加者への接待等

にご協力いただきました。大変ありがとうございました。

「自立し,
つながり,

探究し,
創造する力の育成」
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６月２９日（金）、河原市民プ

ールで東部地区中学校水泳競技大

会が開催されました。本校は水泳部のメンバーを中心に２５名の生徒が参加をしました。結果は、

総合第２位、男子総合第２位、女子総合第２位と多くの種目で活躍しました。応援でも、一人ひと

りの選手にチームワークよくしっかり声援をしていました。以下に入賞者を紹介します。

＜男子＞

【中学1年】 自由形50ｍ青木聡哉2位 赤木無風3位 自由形100ｍ青木聡哉2位 山下聖矢3位

背泳ぎ50ｍ佐藤優真1位 背泳ぎ100ｍ佐藤優真1位 筒井友隆3位 平泳ぎ50ｍ岸本咲太郎2位

【中学2年】平泳ぎ100ｍ木下智善3位 バタフライ100ｍ杉山泰知2位

＜女子＞

【中学1年】背泳ぎ50ｍ小谷彩華2位 背泳ぎ100ｍ小谷彩華2位 平泳ぎ50ｍ岩間優璃1位

平泳ぎ100ｍ岩間優璃1位

【中学2・3年】自由形100ｍ松田恵依2位 背泳ぎ50ｍ宮城歩優1位 背泳ぎ100ｍ宮城歩優1位

平泳ぎ100ｍ井木絢香2位 個人メドレー200ｍ松田恵依2位

フリーリレー400ｍ松田恵依、源結菜、岩間優璃、宮城歩優2位

９日（月） 第 2回附中模試
１１日（水） 2年大学連携授業

前期懇談 1日目
１２日（木）前期懇談２日目

１３日（金）前期懇談３日目 激励会

１４日（土）県中総体（水泳）

１５日（日）県中総体（水泳）

１６日（月）県中総体（新体操）

１９日（木）前期期末テスト（実技教科）

２０日（金）授業最終日

２１日（土）県中総体 1日目
２２日（日）県中総体２日目

２５日（水）第 3回附中模試

夏休み明けに行われる運動会に向けて、準備を

始めました。

９日の学活で、各クラスが種目責任者や各自が

出場する種目を決めたり、学級のシンボルとなる

学級旗のデザインの図案を考えたりしました。そ

して休み前の 19 日には、学年を超えた生徒相互の
交流を図り、附属中全体の連帯感を深めていくこ

とをねらいに縦割り結団式を行います。

また、10 月 31 日に実施される文化祭に向けて
も、夏休み前に 2・3 年は合唱コンクールの自由曲
を決定したり、指揮者・伴奏者を決めたりします。

よりよい運動会演技や合唱を目指して、学級や

学年、さらには縦

割りグループの中

でお互いに関わり、

学校生活での充実

感を実感として感

じ取って欲しいと

願っています。 （昨年度運動会の様子）


